
第
八
條

生
徒
出
鉄
二
開
ス
ル
調
査
及
報
告
ヲ
ナ
ス
コ
ト

生
徒
學
業
成
績
ノ
調
査
ヲ
ナ
ス
コ
ト

数
室
内
ノ
標
本
器
具
及
消
耗
品
ノ
保
管
二
闊
ス
ル
コ
ト

一
教
室
内
ノ
術
生
二
閥
ス
ル
コ
ト

第
六
條
各
學
科
数
官
ハ
数
室
換
任
二
準
ッ
テ
其
職
務
ヲ
行
フ
モ
ノ
ト
ス

第
七
條
理
事
ハ
其
科
数
室
ノ
状
況
二
應
シ
主
任
及
闊
係
数
官
卜
合
議
シ
各

級
生
徒
中
ョ
リ
便
宜
一
人
乃
至
三
人
ヲ
撰
ビ
テ
級
長
副
級
長
ヲ
置
キ
左
ノ

事
項
ヲ
擦
常
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得

一
本
校
及
営
該
赦
官
ノ
命
令
博
逹
二
開
ス
ル
コ
ト

其
學
級
ノ
風
紀
秩
序
二
注
意
ス
ル
コ
ト

其
學
級
ノ
衛
生
二
注
意
ス
ル
コ
ト

其
學
級
ノ
赦
室
二
於
ケ
ル
標
本
器
具
ノ
整
置
二
注
意
ス
ル
コ
ト

級
長
副
級
長
ノ
任
期
ハ
一
學
年
ト
ス

旧
規
程
(
lll
頁
）
で
は
各
科
に
主
任
と
教
室
担
任
が
置
か
れ
、
教
務
を
分
担
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
今
回
、
両
者
の
間
に
新
た
に
理
事
と
い
う
役
職
が

置
か
れ
た
。
ま
た
、

「
職
員
ノ
取
締
」
や
「
職
員
ノ
勤
務
上
二
関
ス
ル
コ
ト
」

な
ど
の
新
し
い
と
り
決
め
が
な
さ
れ
た
こ
と
や
生
徒
の
風
紀
取
締
り
強
化
の
二

ュ
ア
ン
ス
が
色
濃
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
注
目
す
べ
き
点
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
改

革
は
一
部
の
反
感
を
招
き
、
後
述
す
る
東
京
美
術
学
校
改
革
運
動
の
―
つ
の
端

緒
と
な
っ
た
。

次
に
新
し
い
事
務
分
掌
規
程
の
要
点
を
記
せ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

東
京
美
術
學
校
事
務
分
掌
規
程
（
大
正
五
年
一
月
改
正
）

（
前
年
十
二
月
二
十
七
日
任
命
）
を
兼
任
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

tこ

第
一
條
本
校
事
務
ヲ
慮
理
ス
ル
タ
メ
幹
事
及
各
掛
二
主
任
ヲ
置
ク

掛
ヲ
分
チ
テ
庶
務
、
数
務
、
文
庫
、
會
計
ト
ス

第
二
條
幹
事
ハ
校
長
ヲ
輔
佐
シ
事
務
ヲ
管
理
ス

第
三
條
主
任
ハ
其
掛
二
於
ケ
ル
事
務
ヲ
掌
理
ス

第
四
條
掛
員
ハ
其
掛
二
於
ケ
ル
事
務
二
従
事
ス

〔
以
下
各
掛
担
当
事
項
省
略
〕

従
来
の
規
程
で
は
本
校
の
事
務
部
は
四
つ
の
掛
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職

務
を
分
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
今
回
幹
事
と
主
任
の
役
職
を
設
け
、

業
務
の
円
滑
化
を
図
っ
た
。
幹
事
の
職
は
か
つ
て
本
校
創
立
当
時
に
置
か
れ
、

浜
尾
新
校
長
事
務
取
扱
の
も
と
で
は
岡
倉
覚
三
が
、
岡
倉
覚
三
校
長
の
も
と
で

は
久
保
田
鼎
が
任
命
さ
れ
、
明
治
二
十
四
年
の
官
制
改
正
に
よ
り
廃
止
。
以
後

同一
1

一
十
一
年
の
美
術
学
校
騒
動
の
際
一
時
復
活
し
て
久
保
田
鼎
が
こ
れ
に
任
命

さ
れ
、
騒
動
の
収
拾
に
努
め
た
こ
と
を
除
い
て
は
、
本
校
に
は
置
か
れ
て
い
な

か
っ
た
。
本
規
則
制
定
と
同
時
に
大
村
西
崖
が
幹
事
に
任
命
さ
れ
、
生

徒

監

「
芸
位
制
定

②

芸
位
制
定
案

東
京
美
術
学
校
が
作
成
し
た
「
従
大
正
元
年
意
見
書
類
庶
務
係
」

に
付
建
議
」
と
題
す
る
文
書
が
収
録
さ
れ
て

い
る
。
東
京
美
術
学
校
用
箋
に
毛

筆
で
認
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
冒
頭
に
は
書
記
中
沢
治
之
助
の

正
木
校
長
殿

本
紙
ハ
先
年
澤
柳
次
官
二
差
出
シ
ク
ル
モ
ノ
ニ
テ
当
時
ノ
情
況
卜
今
日
ト
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ラ
シ
ム
ル
所
卜
云
フ
ヘ
シ

ハ
多
少
異
ナ
ル
所
ア
ル
ベ
ケ
レ
ト
モ

今
之
ヲ
改
造
ス
ル
余
猶
無
之
先
日
の

御
来
示
二
應
シ
テ
其
儘
写
シ
テ
進
呈
仕
候

と
い
う
朱
書
の
記
入
と
「
（
大
正
五
年
六
月
）
」
と
い
う
鉛
筆
の
記
入
が
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
本
文
書
は
沢
柳
政
太
郎
の
文
部
次
官
在
任
中
、

つ
ま
り
明
治
三
十

九
年
七
月
か
ら
同
四
十
一
年
七
月
の
間
に
い
っ
た
ん
提
出
し
た
も
の
の
写
し
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
当
時
は
美
術
家
の
称
号
と
し
て
は
帝
室
技
芸
員
あ
る
の

み
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
文
書
に
は
そ
れ
と
は
別
に
文
教
政
策
の
一
環
と
し
て
音

楽
、
美
術
の
分
野
に
対
し
新
た
に
称
号
授
与
の
制
度
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
と

の
主
張
が
見
ら
れ
る
。
正
木
直
彦
が
こ
の
文
書
を
再
び
必
要
と
し
た
の
は
美
術

行
政
改
革
、
つ
ま
り
具
体
的
に
言
え
ば
帝
国
美
術
院
設
立
（
大
正
八
年
九
月
）
へ

向
け
て
の
準
備
の
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
正
木
な
い
し
は
美
術
学
校

当
局
の
考
え
を
窺
う
に
足
る
資
料
で
あ
る
た
め
、
全
文
を
掲
載
す
る
。

藝
位
制
定
二
付
建
議

今
ヤ
我
國
ハ
學
業
ヲ
修
メ
タ
ル
モ
ノ
ニ
到
シ
テ
ハ
學
位
令
ノ
制
定
ア
リ
又
學

士
得
業
士
ノ
称
琥
ヲ
許
セ
リ
斯
カ
レ
ハ
是
等
ノ
称
琥
ヲ
得
タ
ル
モ
ノ
ハ
自

カ
ラ
世
ノ
待
遇
モ
異
ル
ト
共
二
其
人
モ
亦
名
昔
ノ
重
キ
ヲ
悟
リ
テ
小
成
二
安

ソ
ス
ル
コ
ト
ナ
ケ
レ
ハ
學
業
駿
々
ト
シ
テ
日
二
進
歩
セ
リ
是
レ
制
度
ノ
然

顕
テ
我
力
藝
術
界
ヲ
見
ル
ニ
維
新
以
来
其
廃
レ

是
レ
登
忍
フ
ヘ
カ
ラ
サ

ク
ル
コ
ト
久
シ
ク
社
会
ハ
一
時
之
ヲ
蔑
視
シ
テ
只
玩
弄
ノ
用
二
供
ス
ル
ニ
至

レ
リ
此
二
於
テ
藝
術
家
モ
亦
自
己
ノ
職
業
ノ
貴
キ
ヲ
忘
レ
其
ノ
制
裁
二
甘

ン
シ
テ
人
ノ
下
風
二
立
チ
卑
屈
自
カ
ラ
居
リ
品
格
ヲ
下
ス
モ
意
二
介
七
ス
素

行
ノ
修
マ
ラ
サ
ル
モ
怪
シ
マ
サ
ル
モ
ノ
少
カ
ラ
ス

之
力
救
済
ノ
道
ヲ
講
ス
ル
ハ
―
ニ
シ
テ
足
ラ
ス
ト
ス
ル
モ
新
二
藝

位
ノ
制
ヲ
設
ケ
テ
以
テ
藝
術
家
ノ
資
格
ヲ
重
ン
シ
由
テ
以
テ
藝
術
ノ
進
歩
ヲ

促
ス
ハ
恰
カ
モ
学
業
者
二
学
位
令
ヲ
設
ヶ
テ
之
ヲ
待
ッ
ト
同
シ
ク
其
ノ
進
路

ヲ
開
焚
ス
ル
ニ
於
テ
大
効
ナ
カ
ラ
サ
ラ
ン
ャ
此
二
現
今
藝
術
家
ノ
如
何
ナ

ル
不
幸
二
陥
レ
ル
カ
ヲ
詳
述
シ
テ
以
テ
藝
位
制
ノ
速
カ
ニ
実
施
ア
ラ
ソ
コ
ト

ヲ
希
望
ス

一
、
作
品
ヲ
批
判
ス
ル
ニ
一
定
ノ
方
針
ナ
キ
コ
ト

美
術
及
工
藝
家
ノ
自
作
品
ヲ
以
テ
其
ノ
座
術
ヲ
世
二
表
彰
ス
ル
機
會
ハ
博
覧

會
展
覧
会
ノ
設
ケ
ア
リ
テ
陽
二
遺
憾
ナ
キ
カ
如
シ
ト
雖
陰
カ
ニ
之
力
内
容
ヲ

推
究
ス
ル
ニ
是
等
ノ
會
ハ
主
ト
シ
テ
勧
業
ノ
趣
旨
二
出
テ
タ
レ
ハ
美
術
部
エ

藝
部
ノ
設
置
ナ
キ
ニ
ハ
ア
ラ
サ
レ
ト
モ
其
ノ
作
品
ノ
優
劣
ヲ
批
判
ス
ル
ニ
営

リ
テ
ハ
美
術
及
工
藝
ノ
員
正
ナ
ル
指
針
二
副
ハ
サ
ル
モ
ノ
ア
リ
、
又
私
設
展

覧
會
ハ
時
々
盛
衰
ァ
ル
ヲ
以
テ
正
確
ナ
ル
一
定
ノ
批
判
ヲ
持
続
ス
ル
能
ハ
ス

却
ッ
テ
往
々
情
弊
ノ
纏
綿
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
テ
優
劣
ノ
評
決
二
失
嘗
ノ
憾
ア
リ

此
ノ
如
キ
ハ
実
二
美
術
家
工
藝
家
ノ
製
作
経
営
二
惑
ヒ
ヲ
生
セ
シ
ム
ル
コ

ト
少
ナ
カ
ラ
ス
ト
云
フ
ヘ
シ
加
之
近
来
一
種
ノ
鑑
賞
家
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
博

覧
會
展
覧
會
等
二
出
品
ス
ル
作
品
ノ
批
判
二
参
典
シ
テ
自
家
ノ
臆
説
ヲ
弄
シ

以
テ
世
ノ
知
識
少
ナ
キ
藝
術
家
ヲ
籠
絡
シ
時
々
或
ハ
翻
弄
シ
テ
進
取
二
熱
中

是
等
ハ
世
ノ
藝
術
家
ヲ
誘
導
シ
テ
進
歩
ノ
正
道
ヲ
得
セ
シ
ム
ル
ノ
障
害
ト
ナ

ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
要
ス
ル
ニ
正
確
ナ
ル
批
判
ノ
持
続
ヲ
欠
ク
ノ
結
果
タ
リ

等
ノ
弊
ヲ
革
メ
ン
ニ
ハ
藝
位
ヲ
授
ク
ル
ノ
方
法
ヲ
措
テ
他
二
何
ヲ
ヵ
侯
タ
ン

一
、
藝
術
ノ
名
誉
ヲ
軽
ン
ス
ル
コ
ト

近
来
ノ
藝
術
家
中
ニ
ハ
私
利
是
レ
事
ト
シ
テ
忠
実
二
其
ノ
褻
業
ヲ
修
メ
サ
ル

セ
ル
藝
術
家
ヲ
シ
テ
業
作
ノ
方
針
ヲ
誤
マ
ラ
シ
ム
ル
モ
ノ
サ
ヘ
ア
リ

ラ
ソ
ヤ

是
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タ
ッ
キ
モ
ノ
ナ
リ

モ
ノ
多
シ
是
等
ノ
徒
ハ
一
時
ノ
流
行
二
投
シ
テ
濫
作
ヲ
行
ヒ
或
ハ
博
覧
會

展
覧
会
等
二
徒
ラ
ニ
大
作
ヲ
企
テ
或
ハ
不
営
ナ
ル
価
格
ヲ
附
シ
テ
世
人
ヲ
眺

著
シ
虚
偽
ノ
名
磐
ヲ
博
セ
ン
コ
ト
ヲ
試
ム
ル
者
ニ
シ
テ
人
格
ヲ
乱
ス
コ
ト
甚

然
レ
ト
モ
傍
ョ
リ
之
ヲ
禁
制

ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
行
為

タ
レ
ハ
青
年
輩
ノ
頻
向

シ
易
キ
ハ
如
何
ト
モ
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ス
素
ヨ
リ
藝

術
ヲ
以
テ
営
利
上
唯
一
の
目
的
ト
ス
ル
モ
ノ
ニ
ハ
敢
テ
名
営
ノ
欲
望
ヲ
属
セ

サ
レ
ト
モ
勢
ヒ
此

ノ
如
キ
ニ
至
リ
テ
ハ
青
年
有
為
ノ
士
ヲ
邪
道
二
墜
落
七
シ

ム
ル
コ
ト
ナ
ッ
ト
云
フ
ヘ
カ
ラ
ス
之
力
防
禦
ノ
策
ヲ
講
セ
ン
ニ
ハ
彼
ノ
藝

位
ノ
制
ヲ
設
ヶ
テ
世
ノ
亀
鑑
ヲ
示
ス
ヲ
以
テ
策
ノ
得
タ
ル
モ
ノ
ト
ス
ヘ
シ

一
、
製
作
ノ
不
備
ナ
ル
コ
ト

世
ノ
藝
術
家
ハ
自
家
ノ
藝
能
ヲ
顧
ミ
テ
其
及
フ
ヘ
キ
所
ヲ
守
リ
惧
重
以
テ
製

作
二
従
事
ス
レ
ハ
不
備
ノ
磯
ハ
免
カ
ル
ヘ
シ
ト
雖
多
ク
ハ
之
ヲ
悟
ラ
ス
シ
テ

徒
ラ
ニ
大
作
ヲ
企
テ
褻
術
ノ
設
計
二
適
セ
サ
ル
モ
更
二
顧
ミ
サ
ル
ハ
近
来
ノ

通
弊
ナ
リ
蓋
シ
藝
術
家
ト
シ
テ
ハ
技
塞
ノ
根
底
二
基
キ
テ
素
姜
ヲ
修
メ
正

確
ナ
ル
練
習
ヲ
菰
ミ
テ
以
テ
作
品
ノ
妙
味
ヲ
顕
出
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
ル
ニ
之
ニ

反
シ
テ
我
力
業
ノ
程
度
ヲ
モ
鑑
ミ
ス
措
二
製
作
ヲ
企
ツ
ル
カ
故
二
不
備
ト
シ

テ
失
敗
二
終
ル
ハ
営
然
ノ
結
果
ナ
リ
是
等
ノ
弊
源
ハ
藝
術
ノ
階
梯
二
於
テ

其
ノ
標
準
タ
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
キ
ニ
由
ル
ナ
リ
之
ヲ
匡
正
セ
ソ
ニ
ハ
宜
シ
ク

以
上
線
述
セ
シ
所
ハ
現
今
藝
術
家
ノ
弊
習
ニ
シ
テ
青
年
ノ
士
モ
亦
往
々
是
ニ

習
ヒ
テ
生
涯
ヲ
誤
マ
ラ
ン
ト
ス
ル
頼
向
ア
リ
実
二
憂
フ
ヘ
キ
ナ
リ
蓋
シ

斯
ル
弊
習
ノ
生
ス
ル
所
以
ノ
モ
ノ
ハ
方
今
ノ
藝
術
家
ハ
重
二
職
エ
ト
シ
テ
成

熟
セ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
品
格
二
乏
シ
ク
又
学
識
ヲ
有
セ
ス
多
ク
ハ
其
ノ
祖
業
ヲ

継
承
シ
タ
ル
ニ
過
キ
サ
レ
ハ
藝
術
ノ
名
誉
卜
言
フ
コ

ト
ヲ
解
セ
サ
ル
モ
偶
然

藝
位
ヲ
授
ケ
テ
正
確
ナ
ル
標
準
ヲ
定
ム
ル
ニ
ア
ル
ヘ
シ

ニ
ア
ラ
サ
ル
ナ
リ

此
ノ
如
ク
藝
術
家
ハ
一
般
二
学
識
二
乏
シ
ク
其
ノ
老
成

者
ハ
殊
二
著
シ
キ
カ
如
シ
然
レ
ハ
少
壮
者
ハ
如
何
卜
云
フ
ニ

比
較
上
多
少

ノ
智
識
ア
ル
ヲ
以
テ
理
論
二
於
テ
ハ
老
功
者
ヲ
凌
ク
ヘ
シ
ト
雖
技
藝
ノ
練
熟

ニ
至
ラ
サ
ル
ニ
先
チ
テ
業
二
既
二
慢
心
シ
テ
其
ノ
技
二
安
ソ
シ
藝
術
ノ
要
素

タ
ル
研
究
ヲ
怠
ル
ノ
弊
少
ナ
カ
ラ
ス
勢
ヒ
既
二
斯
ノ
如
キ
時
ハ
世
ノ
有
為

ナ
ル
藝
術
家
ヲ
ッ
テ
益
々
其
道
二

進

マ
シ
メ
ソ
ニ
ハ
藝
位
ノ
制
ヲ
設
ヶ
テ
常

ニ
小
成
ヲ
防
禦
ス
ル
ヲ
以
テ
最
モ
得
策
ト
ス

右
陳
述
ス
ル
所
ヲ
以
テ
セ
ハ
今
日
藝
位
制
ノ
必
要
ナ
ル
コ
ト
ハ
判
然
ク
ル
ヘ

シ

閣

下

幸

二

小
官
等
ノ
微
意
ヲ
容
レ
國
家
ノ
為
メ
ニ
藝
術
擁
設
ノ
目
的
ヲ

以
テ
速
ヵ
ニ
藝
位
ノ
制
定
ヲ
上
奏
ア
ラ
ン
コ
ト
ヲ
希
フ
妓
二
謹
テ
案
ヲ
付

シ
之
ヲ
議
ス

藝
位
令
案

第
一
條
藝
位
ハ
成
巧
、
達
能
、
練
妙
ノ
三
階
位
ト
ス

第
二
條
褻
位
ハ
藝
位
審
査
會
ノ
議
ヲ
経
テ
文
部
大
臣
之
ヲ
左
二
掲
ク
ル
モ

ノ
ニ
授
ク

一
種
若
ク
こ

一種
以
上
ノ
藝
術
二
巧
ミ
ナ
ル
者
ニ
ハ
成
巧

成
巧
ノ
位
ニ
ア
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
其
藝
能
二
達
シ
タ
ル
者
ニ
ハ
達
能

達
能
ノ
位
ニ
ア
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
藝
道
ノ
妙
奥
二
進
ミ
タ
ル
者

ニ
ハ
練

妙

第
三
條

一
舞
架

一
木
彫
工
術 一

音
楽一

石
土
工
術

授
藝
位
者
ノ
専
修
ス
ヘ
キ
藝
術
ハ
左
ノ
十
一
種
ト
ス

一

彫

刻

一

箱

甕

一

装

飾

闘

案

一

金

属

工

術

一
漆
渋
工
術
一
染
織
エ
術
一

刺
繍
エ

頓
首
再
拝
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第
十
條

第
九
條

術
第
四
條

一
練
妙

一
達
能
若
干
名

一
美
術
学
校
長
及
其
校
教
授
若
干
名

一
工
藝
学
校
長
及
其
校
教
授
若
干
名

一
帝
國
大
学
教
授
若
ク
ハ
博
士
ノ
中
若
干
名

第
五
條
褻
位
審
査
會
ハ
會
長
一
名
幹
事
一
名
ヲ
置
キ
文
部
大
臣
會
員
中
ョ

リ
之
ヲ
命
ス

一
會
長
ハ
會
務
ヲ
総
管
シ
議
事
ヲ
整
理
シ
其
議
決
ヲ
文
部
大
臣
二
具
申
ス

一
幹
事
ハ
會
長
ノ
指
導
ヲ
受
ケ
庶
務
ヲ
整
理
ス

第
六
條
藝
位
審
査
會
ハ
文
部
大
臣
ノ
監
督
二
属
シ
本
令
ノ
規
定
セ
ル
藝
位

ノ
授
典
槻
奪
二
関
ス
ル
事
項
ヲ
審
理
ス

藝
位
審
査
會
ハ
文
部
大
臣
二
於
テ
必
要
ア
リ
ト
認
メ
タ
ル
ト
キ
又

ハ
會
長
ョ
リ
具
申
ア
リ
タ
ル
ト
キ
文
部
大
臣
之
ヲ
召
集
ス

藝
位
審
査
會
ハ
會
員
ノ
過
半
数
出
席
ス
ル
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
議
決
ス

ル
ヲ
得
ス

褻
位
ハ
自
作
ノ
楽
譜
又
ハ
製
品
ヲ
提
出
シ
テ
文
部
大
臣
に
申
請
ス

テ
裁
位
ノ
申
請
ヲ
ナ
ス
コ
ト
ヲ
得

藝
位
ヲ
有
ス
ル
者
其
栄
誉
ヲ
汚
局
ス
ル
ノ
行
為
ア
ル
ト
キ
ハ
藝
位

ル
モ
ノ
ト
ス

藝
位
審
査
會
ハ
世
二
名
磐
ア
ル
藝
術
者
ヲ
選
欅
シ

前
項
ノ
議
決
ハ
無
記
名
投
票
ヲ
以
テ
之
ヲ
行
フ

ハ
出
席
會
員
四
分
ノ
三
以
上
ノ
多
数
二
由
リ
之
ヲ
決
ス

第
八
條
臨
位
授
典
ノ
議
事
ハ
出
席
會
員
三
分
ノ
ニ
以
上
藝
位
槻
奪
ノ
議
事

第
七
條

藝
位
審
査
會
ハ
左
ノ
人
員
ヲ
以
テ
會
員
ト
ス

其 第
四
條

第
十
二
條

會
ノ
議
ヲ
経
テ
文
部
大
臣
其
藝
位
ヲ
槻
奪
ス

第
十
一
條
藝
位
審
査
會
ノ
議
事
規
則
ハ
其
會
二
於
テ
之
ヲ
定
メ
文
部
大
臣

ノ
認
可
ヲ
受
ク
ヘ
シ

本
令
二
関
ス
ル
細
則
ハ
文
部
大
臣
之
ヲ
定
ム

甑
位
令
細
則
案

第
一
條
褻
位
ヲ
請
求
ス
ル
モ
ノ
ハ
自
作
ノ
楽
譜
又
ハ
製
作
品
ヲ
詳
細
ナ
ル

説
明
書
及
本
人
ノ
履
歴
書
ヲ
添
ヘ
テ
文
部
大
臣
へ
申
請
ス
ヘ
シ

藝
位
審
査
ノ
為
メ
審
査
會
二
於
テ
試
奏
試
作
ヲ
行
ハ
シ
ム
ル
コ
ト

第
三
條

第
二
條

割
印
番
琥

審
査
長
ハ
審
査
ノ
為
メ
必
要
ナ
ル
調
査
補
助
員
ヲ
雇
聘
ス
ル
コ
ト

ヲ
得

〔
マ
マ
〕

甑
位
記
ノ
様
式
ノ
如
シ

ヲ
提
出
シ
藝
位
ヲ
諮
求
ッ
藝
位
審
査
會

楽
譜

右
作
品

ニ
於
テ
至
嘗
ナ
リ
ト
認
メ
タ
リ
初
テ

第
琥
二
依
リ
絃
ニ
ノ
藝
位
ヲ
授
ク

一

省

＿

年

月

日

一

印

一

藝
位
記族

籍
位
勲
功
爵

ア
ル
ヘ
シ

文
部
大
臣
位
勲
功
爵
氏
名
岡

l

氏
名
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大
正
五
年
の
東
京
美
術
学
校
改
革
運
動
に
つ
い
て
は
本
校
年
報
、

『
東
京
美

術
学
校
校
友
会
月
報
』
等
の
公
式
、
準
公
式
記
録
に
は
一
切
記
載
さ
れ
て
い
な

い
が
、
当
時
の
諸
新
聞
、
諸
雑
誌
が
大
き
く
こ
れ
を
採
り
上
げ
て
お
り
、

ま

た
、
卒
業
生
委
員
対
正
木
直
彦
校
長
の
質
疑
応
答
記
録
（
尾
崎
尚
文
氏
提
供
）
そ

の
他
の
資
料
も
残
っ
て
い
る
の
で
、
運
動
の
経
過
を
辿
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
そ

こ
に
は
、
公
式
記
録
の
上
に
は
現
れ
え
な
い
よ
う
な
本
校
の
諸
問
題
が
浮
き
彫

り
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

生
徒
の
風
紀
取
締
り
の
強
化
に
つ
い
て
は
既
に
た
び
た
び
触
れ
て
ぎ
た
が
、

大
正
五
年
一
月
八
日
に
至
り
、
講
堂
で
恒
例
の
始
業
式
が
行
わ
れ
た
際
、
新
任

の
生
徒
監
兼
幹
事
大
村
西
崖
は
校
長
の
意
を
受
け
て
風
紀
取
締
り
に
関
す
る
訓

日
③
 

其

右
藝
位
審
査
會
二
於
テ
エ
術
二
関
ス
ル
藝

位
ヲ
授
ク
ヘ
キ
藝
能
ア
リ
ト
認
メ
ク
リ
初
テ

年

勅

令

第

琥

二

依

リ

妓

ニ

ノ

藝

位

ヲ

授

ク

一

省

一

年

月

日

一

印

一

文
部
大
臣
位
勲
功
爵
氏
名
固

東
京
美
術
学
校
改
革
運
動

改
革
運
動
の
発
端

・
風
紀
取
締
り

割
印
番
号

藝
位
記族

籍
位
勲
功
爵

氏
名

示
を
行
い
、
次
い
で
禁
止
項
目
を
記
し
た
掲
示
を
出
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
生

徒
の
中
に
は
強
く
反
発
す
る
も
の
が
あ
り
、
掲
示
が
引
き
剣
が
さ
れ
る
な
ど
の

こ
と
が
あ
っ
て
、
不
穏
な
空
気
が
生
じ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
新
聞
は
次
の
よ
う

に
報
じ
て
い
る
。

●
美
術
學
校
の
断
髪
令

▽
営
局
と
生
徒
の
葛
藤

美
術
學
生
と
云
へ
ば
誰
で
も
す
ぐ
思
浮
ぶ
圏
は
、
か
の
房
々
と
し
た
黒
髪
の

美
と
、
大
柄
な
縞
物
の
外
套
を
風
に
打
た
せ
て
、
窟
生
箱
を
無
雑
作
に
ブ
ラ

下
た
い
か
に
も

△
自
由
な
姿
と
で
。
｛
是
に
こ
の
特
異
な
姿
こ
そ
彼
等
の
美
に
捧
げ
た
尊
い
生

活
の
表
徴
と
も
云
ふ
可
き
も
の
で
あ
っ
た
、
と
こ
ろ
が
本
月
八
日
の
上
野
美

術
學
校
の
始
業
式
に
正
木
校
長
は
生
徒
監
大
村
西
崖
氏
を
し
て
次
の
如
き
厳

か
な
る
訓
示
を
為
さ
し
め
た

一
、
長
髪
に
て
登
校
す
る
を
許
さ
ず

二
、
和
服
に
て
登
校
す
る
を
許
さ
ず

三
、
縞
物
の
外
套
を
着
て
登
校
す
る
を
許
さ
ず

郎
ち
美
術
學
生
は
こ
れ
ま
で
の
す
べ
て
の
風
姿
を
愛
へ
て
、
例
え
ば
彼
の
高

師
の
生
徒
の
如
く
し
て
登
校
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
4

な
っ
た
の
で
あ
る
、
正

木
校
長
並
に
大
村
西
崖
氏
而
し
て
そ
の
背
後
な
る
東
益
美
術
會
の
人
々
は
之

を
以
て
官
立
學
校
の
面
目
の
為
め
と
揺
じ
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
、
由
来
自
由
を

尊
重
し
個
性
の
獨
立
に
敏
感
な
る
美
術
學
生
は
こ
の
個
人
の
趣
味
ま
で
限
定

せ
ん
と
す
る
訓
示
に

△
獣
従
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
加
之
に
平
生
の
正
木
校
長
の
官
僚
主
義
劃

一
主
義
に
到
す
る
不
満
も
あ
る
の
で
、
此
度
の
物
々
し
き
断
髪
令
が
導
火
線
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